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　全国人権連第９回全国大会（２年ごとの開催）は、コロナ
感染拡大が進行するもと、昨年の開催を今年度に延期。幹事
会は、書面議決により、９月末の幹事会をもって大会とする
ことを可決。全研や全水などの提案討論も今後行われる。

民
主
主
義
の
日
本
を
め
ざ
し
て

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑭

兵
庫
県
地
域
人
権
運
動
連
合　

事
務
局
長　

前
田
　
　
武

─
「
川
崎
・
三
菱
大
争
議
」
１
０
０
年 

大
争
議
は
全
国
水
平
社
創
立
に
─

　

今
回
の
「
岡
山
県
家
庭
教
育
応

援
条
例
素
案
」
は
、
名
称
は
多
少

異
な
る
も
の
の
、
熊
本
、
鹿
児

島
、
静
岡
、
岐
阜
、
群
馬
、
徳

島
、
宮
崎
、
茨
城
、
福
井
に
続
い

て
自
民
党
が
成
立
を
目
指
そ
う
と

す
る
条
例
案
で
す
。

　

岡
山
の
場
合
は
、
茨
城
県
に
視

察
に
行
き
委
員
会
発
議
と
い
う
形

態
で
今
回
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
（
素
案
）
の
中
身
は
、

「
応
援
」
と
か
「
支
援
」
と
か
、

い
い
方
は
違
う
も
の
の
、
学
校
等

や
地
域
住
民
等
の
役
割
に
加
え
、

「
親
と
し
て
の
学
び
」「
将
来
、

親
に
な
る
た
め
の
学
び
」
に
つ
い

て
、「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
一
方

的
な
価
値
観
の
下
に
い
わ
ゆ
る

「
親
学
」
を
押
し
付
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
で
は
、
岡
山
県
人
権
連
も

加
盟
し
て
い
る
「
民
主
県
政
を
つ

く
る
み
ん
な
の
会
」
で
５
月
24
日

に
岡
山
県
高
教
組
の
村
田
秀
石
執

行
委
員
長
を
講
師
に
学
習
会
を
開

催
。

　

村
田
氏
も
、
条
例
は
、「
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
す
る
考
え
方
の
一

　
岡
山
県
議
会
の
文
教
委
員
会
と
環
境
文
化
福
祉
委
員
会
で
、
憲
法
違

反
で
家
庭
教
育
の
名
を
借
り
て
介
入
し
よ
う
と
す
る
「
岡
山
県
家
庭
教

育
応
援
条
例
素
案
」
が
発
議
さ
れ
、
前
回
の
「
夫
婦
別
姓
に
反
対
す
る

意
見
書
」
に
続
く
、
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
震
源
地
は
日
本
会
議

系
の
平
成
ビ
ジ
ョ
ン
と
連
携
す
る
自
民
党
県
議
。

方
的
な
押
し
つ
け
に
過
ぎ
ず
、
本

来
、
地
域
社
会
で
支
え
合
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
育
む
営

み
と
は
無
縁
。
家
父
長
制
へ
の
回

帰
を
狙
う
の
で
あ
り
、
家
庭
教
育

の
名
の
下
に
個
々
の
家
庭
や
地
域

へ
の
政
治
的
介
入
だ
と
強
く
批
判

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
月
14
日
ま
で
募
集

さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
、
人
権
連
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

人
権
み
ん
な
の
会
等
か
ら
も
条
例

の
問
題
点
を
追
求
し
、
憲
法
違
反

と
人
権
の
視
点
を
逸
脱
し
て
い
る

点
か
ら
「
反
対
・
取
り
下
げ
」
す

べ
き
と
の
意
見
書
を
発
送
し
ま
し

た
。

　

７
月
１
日
に
行
わ
れ
た
こ
の
問

題
に
対
す
る
対
策
会
議
で
、
パ
ブ

コ
メ
は
２
８
０
本
（
多
く
が
反
対

意
見
）
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
弁
護

士
や
子
育
て
中
の
女
性
た
ち
が
、

多
く
の
パ
ブ
コ
メ
を
提
出
し
た
こ

と
等
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
主
県
政
を
つ
く
る
み
ん
な
の

会
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し

て
、
７
月
15
日
開
催
予
定
の
委
員

会
の
傍
聴
、
８
月
７
日
に
則
武
透

　

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
８

月
、
全
国
で
米
騒
動
が
起
き
、

神
戸
で
鈴
木
商
店
が
焼
き
討
ち

と
な
っ
た
。
そ
の
３
年
後
の
１

９
２
１
（
大
正
10
）
年
６
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
、
川
崎
・
三

菱
大
争
議
が
勃
発
、
３
万
５
０

０
０
人
の
ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
１

０
０
年
を
迎
え
た
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
の
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
３
月
に
は
、
部
落

差
別
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
、

全
国
水
平
社
創
立
大
会
が
京
都

の
岡
崎
公
会
堂
を
会
場
に
し

て
、
全
国
か
ら
約
３
０
０
０
人

の
部
落
住
民
を
集
め
て
熱
気
の

中
で
開
催
さ
れ
、「
人
の
世
に

熱
あ
れ　

人
間
に
光
あ
れ
」
と

発
し
た
「
人
権
宣
言
」
か
ら
来

年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

　

同
年
11
月
に
は
、
日
本
農
民

組
合
創
立
大
会
も
神
戸
で
開
催

さ
れ
、
７
月
に
は
日
本
共
産
党

が
創
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
で

あ
っ
た
。

神戸水平社創立大会が開かれた当時の専称寺は、
現在賀川記念館や葺合警察署がある神戸市中央
区吾妻通五丁目（上）にあった。現在の専称寺（下）
は南本町通にある［写真提供：兵庫民報］　　　

全
国
水
平
社
を
支
援
し
た
布
施
辰
治

　

こ
こ
で
、
一
人
の
人
物
を
紹

介
し
た
い
。
布
施
辰
治
（
１
８

８
０
―
１
９
５
３
）
で
あ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
の
戦
後
に
か
け

て
活
躍
し
た
弁
護
士
で
あ
る
。

貧
し
い
人
々
、
虐
げ
ら
れ
て
い

る
人
々
の
味
方
と
し
て
、
労
農

運
動
、
廃
娼
運
動
、
小
作
救

済
、
水
平
社
運
動
、
普
選
運

動
、
朝
鮮
独
立
運
動
、
政
治
弾

圧
被
害
者
救
済
な
ど
に
関
わ

り
、
権
力
者
側
か
ら
「
極
左
弁

護
士
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
た

め
、
弁
護
士
資
格
を
は
く
奪
さ

れ
、
治
安
維
持
法
違
反
で
実
刑

を
受
け
た
。

　

布
施
は
、
む
ろ
ん
、
全
国
各

地
で
発
生
し
た
多
く
の
労
働
争

岡山県家庭教育応援条例（素案）

行政の家庭介入、価値観の押し付けに断固反対
民主県政みんなの会が学習会

弁
護
士
（
岡
山
弁
護
士

会
会
長
）
を
講
師
に
し

た
憲
法
的
視
点
か
ら
の

学
習
会
等
を
取
り
組

み
、
今
回
の
危
険
で
時

代
錯
誤
的
な
条
例
案
を

阻
止
す
る
世
論
を
ひ
ろ

げ
て
い
く
こ
と
等
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
に
も
か
か
わ
り
、
川
崎
・
三

菱
大
争
議
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主
義
者
・
賀
川
豊
彦
（
１

８
８
０
―
１
９
６
０
）
が
最
高

顧
問
と
し
て
工
場
管
理
を
実

行
。
経
営
側
は
国
家
権
力
と
一

体
と
な
っ
て
、
弾
圧
を
加
え
、

労
働
者
側
は
「
惨
敗
宣
言
」
で

終
息
し
た
が
、
多
く
の
弁
護
士

が
大
争
議
に
参
加
し
、
自
由
法

曹
団
の
実
質
的
確
立
と
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

水
平
社
運
動
は
国
家
権
力
側

に
と
っ
て
弾
圧
対
象
で
あ
っ

た
。
布
施
辰
治
は
水
平
社
関
連

の
事
件
の
弁
護
人
と
し
て
、
頻

繁
に
法
廷
に
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。

１
９
２
５
（
大
正
14
）

年
、
群
馬
県
世
良
田
村
（
現
・

太
田
市
）
で
、
世
良
田
村
事
件

が
起
き
た
。
小
学
校
教
師
が
部

落
の
児
童
へ
差
別
対
応
し
た
。

水
平
社
は
抗
議
し
た
。

　

し
か
し
、
周
辺
村
人
は
「
差

別
は
当
然
」『
部
落
民
の
増

長
』
と
と
ら
え
、
計
画
的
に
部

落
を
襲
撃
し
た
。
寺
の
鐘
が
襲

撃
合
図
で
、
１
２
０
人
の
部
落

住
民
に
対
す
る
暴
行
と
家
・
家

財
焼
き
捨
て
が
３
時
間
に
わ
た

っ
て
実
行
さ
れ
た
。
無
抵
抗
で

暴
行
さ
れ
た
被
害
者
の
部
落
住

民
も
起
訴
さ
れ
た
。
布
施
辰
治

は
、
現
場
を
見
て
、
こ
の
差
別

暴
力
事
件
を
深
く
心
に
刻
ん

だ
。
布
施
辰
治
の
墓
石
に
自
作

の
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
生

く
べ
く
ん
ば
民
衆
と
と
も
に　

死
す
べ
く
ん
ば
民
衆
の
た
め

に
」
は
、
世
良
田
村
事
件
を
念

頭
に
思
っ
て
詠
ん
だ
句
と
言
わ

れ
て
い
る
。

「
労・農・水
の
三
角
同
盟
」

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に

結
成
さ
れ
た
全
水
青
年
同
盟
は

個
人
糾
弾
か
ら
政
治
闘
争
へ
の

転
換
を
主
張
し
た
。
県
内
の
地

の
世
も
権
力
は
、
そ
の
支
配
の

た
め
に
国
民
を
分
断
さ
せ
る
。

当
時
の
状
況
を
つ
か
み
よ
う
も

な
い
が
、
川
崎
・
三
菱
大
争
議

は
、
多
く
の
部
落
住
民
も
参
加

し
、
後
の
労
働
者
・
農
民
と
の

連
携
が
水
平
運
動
と
つ
な
が
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

兵
庫
県
で
は
、
１
９
２
２
年

５
月
に
神
戸
市
内
三
番
町
で
京

都
水
平
社
主
催
の
「
差
別
撤
廃

演
説
会
」
に
続
い
て
、
11
月
県

内
初
の
水
平
社
創
立
大
会
が
、

新
川
の
専
称
寺
（
葺
合
区
吾
妻

町
＝
当
時
＝
）
で
開
か
れ
、
続

い
て
12
月
に
住
吉
、
新
川
、
西

宮
と
創
立
さ
れ
た
。

域
水
平
社
の
中
か
ら
労
働

運
動
と
農
民
運
動
と
の
連

携
。
労
農
水
三
角
同
盟
の

運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。

　

つ
ま
り
、
地
域
内
外
の

農
民
や
労
働
者
が
、
同
じ

階
級
的
立
場
に
立
っ
て
連

帯
し
て
闘
い
、
支
援
し
あ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

部
落
問
題
解
決
は
「
国

民
融
合
」
で
と
と
ら
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
つ

日
弁
連
は
憲
法
24
条
等
改
悪
反
対
の
立
場

二 三← 口

瓢

シンポジウム

家庭教育支援法案を考える

報告書
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